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鯛 主事

茨化水素の低温酸化反庭(第1報j幻

器壁の彰響に就いて

要 1:::. 
日

金 子義久

茨化水素の低温酸化反躍が，気筒内燃焼。模型となり得るJか否かを検討するために，誼営な

る強備操作を施した反臆器中に n-CGHI4主O2との混合気僅をして再現的に爆護反臆を起

さしめ との操設反感に封ずる器壁の設果を検討した.

序 吾昏
日

気筒内燃焼の機構を明かにせんとして注された劇映素燃焼の研払嶋崎れほE多い・

ととるが多くは低温低監の反感機構を，気筒内の高温高監に於ける反'鹿機構と同様tt.ものとして

賓験操作の容易な低温低鹿の賓験結果から，高温高座の燃焼機構i亡結論を導かうとしてゐるやう

である.

主主しながら.気筒内0高温高麗に於ける反慮機構と，低温低塵に於けるものともが同じで‘あると

は限らない.民磨速度の理論によれば，高温になるほど均一に於ける反慮が盛んにたれ気筒内

に於ける如〈，約2000
0

CV高温に於いては，界面に起る不均一系反躍は到底主要た枝割を演や

るとと;ま出来ない.高温になるほE均一系反躍が，界面に於げる不均一系医臆に代って，主要な

倒 jを肘るやうになるといふ理論自強制，従来知られた無制鵡以外側醸の諸賓験請

によっても裏書される.殊に気筒内反躍に於け;r;如c現度が不均「・であって，器壁治宝上t較的低
温l乙保たれ，内部のみが高濫に保たるる場合には，均一系反膳が主役を損じてゐる之いふととは
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炭化水棄の俊滋酸化反腐

益々確かtになる.さうすると，手近な低温低題。貴験によって不均一系反躍を梱み，その結果よ

り縛らるる結論を，祭筒内の均一系反躍に押し附けるといふ危険が十分にあり得る.縫って低溢

低歴の賞験特果より，気筒内反~にEし〈結論者ど下 L得るためには，低温低鹿の質量殺自身碍槍討

され友ければなら君主い.著者ばとの考へに基いて，低温低墜に於ける崇化水素の燃焼反鹿をよザ

詳細に費験し との反躍に於いて器壁が如何なる役割を演すするかを調べ'It.

1.試料

Jカ四Jレパウム製 11-06H14 と市販ボンペの O2 を以つτ，容量比3.5:96. 5 OJ混合集鍾を作

って賓験彩、料と工た.

2. 賓験装置及び操作

責験接蛍を第1.3圃に示す.

Rは直径3側長さ 15cm，容量約 100c.c. <Dテレ yタス製反慮管比 q容量約4lのガス溜

めで，C!)は容量約10lのガス溜である.σiとO2<D中には極微量の水分を除〈ために国型KOH

損空ボ:ンフ

9 11 13 

第 13闘賞験装置略凪

14 憤空ポンコ

を入れて置し Bは7'，1レドン鹿カ計，Gはガスピベ0/I-.M.. 1rl2はそれぞれ水銀厭カ計を示す.

4は容量 25c・C.の容器であって，M2.l;.共犯混合祭器の組成決定に用ひらるる接置でるる.NlO 

1f2• 't，ーはそれぞれ標準擦合はせであり，ガス溜を容器に取附けたり，又は取外したりするため

K用ひらるる.Tは混合集鰻分析に用ひらるるトラ yプであり， 1 から 14~までの数字を附し売

のは各々括栓を示す

試料とする混合気鵠はヨえの如くして作った.先づn...，..06D14を標準擦合lませを有するIJ、容器に

採り，そ0小容器t;O~ の代りに標準擦合はせを以?って，民室装置の N\.[亡接合し，旬-Ge'HH

を波鰭空気を以って凍らした後，真空に引いて熔解気鰭を除き，とれを暖めてがス溜Gに約3cm

水銀墜に達するまで蒸悲し定やり 次に同とく Gの中へ02を約1気底入れて，括栓10を閉ぢ

た後，0ョを民主き装置から取り外し，内部の筑瞳がよ・{混和するやうに Gを振って，内部の閏型

KOlJを振り動かしそれを再び標準擦合はせ N2を以って虞宰装置促取り付け，1霊夜放置し
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1t:後使用した.

かくして得られた混合集睡を弐白如〈して分析した.ガス溜qから容器αへ約1仇m水銀盤
。混合集鰻を取出しヨたに混合集鵠を液種霊祭で冷やした Fラ?プ T を彊巴て，民宰ポシプに

て引去ってトラ?プにn-OSHI4を捜しとれを暖めて再びGに蒸溜L込み.括栓12を閉ぢて

とれを q中に蒸費せしめ， Mカ計M.に主って測られた塵を偽申込H山の分蟹とした.そ@舟

墜を前に測られた混合集韓の釜塵土り差引き，その差を Oiの分塵とした.

分析の結果，n-Ca H14 3.5 %以上なる左舎は誼営量の01を加へ，以下左るとをは混合集錘t

改めて作り直し n-αH14がちゃうe3.5 % 1i.る混合気韓を作ってとれを館料&した.
との試料の燃境反醸の質量債は失の如〈して行った.反臆器は後に趨ペるやラ詑，惑にした払

とれにガラス綿を入れたり，或ひは器壁IL括栓用滑剤8と塗ったbして置いて.同ヒ〈袋、に述べる

加者趨賞ゑ聾備操を施して質験した.

先づ反癌器を電気櫨に入れて 281。土 0.500 に熟して置き，強めガスピベヲ事 G を用~"(， 011" 

から誼嘗量だけfJ1に移して置いた試料の混合集鶴包括詮6を開いて司時fC民擁器Rll官プル

ドン塵カ計Bに38.7士O.2cm水銀盤だけ入れ，直ちに括栓1を閉ぢ，目盛り入りの望遠鏡で

+ 
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第 14 • 反自信2診が禽@時
初臆=認Z側 Hg
温度-281・c

プルドシ塵カ計の針党を臨んで反聴器内の剥

々の!B量調った.即ち関盛りのよtc.結ぼれた針

の先の像泊、十分経徐tc.動式場舎にはプルドン

屡カ計の外患を調節して，針先が零離にあるや

うにし，M1 で測ったその時@外塵を反臨器内

の塵として，針先の動きがとのやうにして誼蹄

出来たい段E念敢に動〈場合には，プルドv贋

カ計の外鹿と針党の零鮪からの振れを測って聾

It，後で同E持揮の下に同E振れを作る知れ*

塵0宰集k反鷹棒に入れ，その塵を毛の時@反

臨器内の墜とした.

3. 賓験結果並びに考察

最初反感器に何も入れたいで賓験を行った場

合，特別な強備操作;:施さたかったときには.

その結栗は茜し〈不規則であ，って再現性がなか

ったが..め反鹿器を駒(f0にして一策患の塞

訴を入れて偉を.戎に24時間同巴〈揃・Cに暢

ちつつ 10叫 m.例.71<錫塵に排気するととに主

』舗ー
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炭化水素の低温酸化反感

つで初めて何回でも再現出来る結果を得た.

その結果を第H掴;比示す.翻に於いて縦軸は各時期に於ける反躍器内の埋まと初座主の差，即ち

躍の増加を mm水銀盤老衰し，横軸は反慮器に混合無韓を入れてから経過をる時聞を分で表す.

闘に脅す如<12~'、3秒後塵段構齢抑制n t.，直ちに減少してー定塵に落ち着く.

戎に反癌器之岡巴〈テレ，タス製のガラス綿をI支蕗器に入tじて置き，度聴器に室気を入れて

5ω。Cで2時間鱒色引績き24時間10-Gm.m.~鐘墜に排無しi値げで後，同様に賓験Lたところ，

毒掛倒待つτも躍力。費イむは認められなかった‘担Lテνタクス製ガラス鵠は，反鹿器の表面積

.の24惜の表面積を有ナ~約 4gr・ 0 ものであって，その表面積段，顕俊鏡で各繊維の平均字径を

測って定められたも0である.そのガラス綿の占むる各容積は，民癒器の容積q;;2，%にしか左ら

男まいからとの現象は反車器容積。鑓少にFt蹄せられたい.

一方署Ll1歩兵の樽壁に吸藩せられた負蝿蟻泊所属とするならぽ，反臆器が~の時，'&躍器。

内壁1t吸着せられた員燭媒杭 24時間引〈 ζ と~よって出て符ったとしても，表面積が20，戴憶に

%t-:Jた場告~t.主，それだけの表面の持ってゐる負簡媒杭十充出て行かないと&もあり得る.

そとも1 今度ほ霊祭を入れて斜時間関(1.σ +: 

で虜いた後、回。f'O陀したまま96時間引き，

ヨItlt除問樺tt儲い?と後，'，.1.92時間排気lて官

、職L.:た拡側tもむ場合tとも齢料事入後反ゆ以

内に握。饗f蹴鬼られなかった梼ってが韓 + 

壁り持って来た負鯛媒の所属では亀ささラで

l>~. 

さうであるとすれば，器壁そむものがとの

反鹿，を停止するのでたけれぽ.b;ち丘い.そ札

栓らぼr肢旗を止め得詮い民醸器の器聾は，

Sラス綿@表面ほE重要1;，俊樹をしてゐ~い

ととになるとのζとは，民.器の器盤が麗

積小なるととと、民醸器の内部から遠いとと

によって，十分あり得ぺきととTきまうる.

民鷹器の器壁が，反鷹に如何fr.る程度の俊

樹をしてゐるかを調ペるため，括栓用滑剤を

器壁に塗ってその性質を費へて賓験を行ひ，ー

第15個に示ず結果を得た.即ち括経期滑剤を

(J.Hーに溶かしとれを以って韓壁をプ面tc

.らした後覧室t亡事l色密集を入れて鷺いた

't!O 
3と
民

ふm
d 

+5 
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鱒擦

り加熱しながら真空に引いたりする濠備換作を一切行はやに貫験を狩った結果，第15聞に示す如

〈滑剤を塗らやに上速の強備操作を行った場合主至宝〈同様に，試料導入後12--3秒にして爆護的

反態。起るのが認められた，ただ異る之とろは，滑剤を皇室らない場合には埠護的反搭後，盤が会

〈恒定になるのに反し塗った場合には一旦監が恒定之Zζ0..爆接的反躍の分後から増加し 4

分後ぐらZーから念激に塵か競少し出すととである、.とのととが滑剤自身の酸化によるニヨ史的費化

たるととは，反騰終結後，器壁の滑剤が茶褐色に怠ってゐたととによって支持される従って滑

剤を塗った器壁と塗らないものとは，爆費的反感に重苦L金〈同様に振る舞ふとしてよささうであ

る.

とのととは，&臆器の器壁が内部の反躍に劉し，質際的l乞何等の役割をもしたい時IC必十起る

べきととである.さうだといって，との結果から逆C，器墜が賓際的に何等の役割をもしないと

結論するととは差是~1E，確では怠い.

銀L:訟がらと0貴験結果rcも拘らや，器壁が重要な役割をするとするならば，すペての不均一

系素医騒がガラスと滑剤去の表面で全く同巴に起るか，或0.は滑剤を附けると&によって，例へ

ば蓮鎖反醸の開始教が増しただけ，連鎖が徐計明れる之いふやうに"反障に封ずる促進を防容と

がちょうさ割蹴Lてゐるとしなければたら左い.とのやうなととは起担さうにもないから，との

反躍器。器壁が費捺的に何等の役割をもLてゐないといふととは，かなり確からしい.それたら

ばとの皮臆器による賞験と気筒内の燃践とは，反躍が何れも気相内部に起り，器壁は何等重要な

役割をしてゐたいといふ黙で拘置であって，前者の結果かち後者。反臆機構を結論し得るζ&比

十分に見込みのあるととにた~.

4.概括

直径3em，長さ 15仰のテレ?クス容器に，33..7em 水銀墜容量比 3~5.;96.ð (?) n-COB14 -

Q2混合物を入れて，とれを28ecに熟し，瞬間的な堅の費化を遁跡し得るやうに装置して費験

した結果，爆聾反臆1の起るととを見出し，その反躍に就いて央の結論を得た.

(1 )反醸は気相中で進行しテk'7グス器壁によって妨害される.

(2) ととに使った大きさの容器D寄壁による(1)妨害は殆E問題にならない.

(3) との現象は反鷹が同様に気相中i亡起り，器埜が重要な役割をしてゐないととが，理論的

に推測せらるる気筒内反躍と共通鞄を有L.従つτζの賞駿によって，気筒内皮躍の機

構に結論を下し得る見込みがある.

事島!1r.:本訴究。E量表をお許し下された研究爺長嘉納春彦氏，主主ぴに終始御懇海なる御指毒事を賜った据内

壁土授r-:深謝ナる.
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